




























































構として圧電電界による Franz - Keldysh 効果と Resonant Brillouin 散乱を挙げている。さらに、













束のエネルギー密度が 10- 3J /cml となるまでは熱振動中の音波からの線形増幅理論で説明できること
を示している。さらに超音波束強度が大きくなると、高調波や低調波が発生することを見し、出し、そ
れに検討を加えている。また、電流振動現象に強く影響する試料の不均一性を非破壊で高分解能な光
学的方法で測定を行ない、電流振動波形との対応、を見、検討している。さらに、強い超音波束が、真
性吸収端近くの透過光を変調することを見い出し、それに検討を加えており、ブリラン散乱による光
偏 rítJ素子とともに、光変調素子としての応用の可能性を示している。
以上のように本論文は半導体物性工学上重要な新知見を含み電子工学の分野で貢献するところが大
ー202-
きし、。
よって本論文は博士論文として充分価値あるものと認める。
--203 
